
第 3 6 回 京 滋 奈 良 ハートリズム研 究 会 プログラム  

             

  平成 30 年 5 月 19 日 メルパルク京都 【5Ｆ会議室Ａ】 

 

■ 14：40開会の辞   

■ 14：40～15：55 一般演題 ＜Ⅰ＞    口述時間 10分/質疑応答 5分 

座長 竹内 雄三 【滋賀県立総合病院 循環器内科】 

 

Ⅰ-A 「持続性心房細動術後再発に対するアブレーションにおいて、Rhythmia マッピング

で肺静脈隔離ラインの一部再伝導が判明した一例」 

  京都大学医学部附属病院 循環器内科  相澤 卓範  

       

Ⅰ-B 「Wide QRS頻拍に対するアブレーション中に同期下 cardioversionを契機に心室細

動に移行した 1例」 

国立病院機構京都医療センター 臨床工学科  柳澤 雅美 

     

Ⅰ-C 「持続性心房細動に対するアブレーション中の Nifekalant使用の有用性の検討」 

三菱京都病院 心臓内科   川治 徹真 

 

Ⅰ-D 「Local Abnormal Atrial Activity に関与して誘発された心房頻拍の一例」 

星ヶ丘医療センター 循環器内科  松永 泰治 

 

Ⅰ-E 「左房中隔から前壁領域の低電位領域を伴う organized AFの症例」  

   大津赤十字病院 循環器科  貝谷 和昭 

■ 15：55 ～ 16：05休  憩（10分） 

■ 16：05 ～ 17：20 一般演題 ＜Ⅱ＞  口述時間 10分/質疑応答 5分 

座長 大西尚昭 先生【大津赤十字病院】 

 

Ⅱ-A 「左房切開による僧帽弁置換術 4 年後に複数種類の右房起源心房頻拍に対して

カテーテルアブレーション 2nd sessionを施行した 1例」 

  国立病院機構京都医療センター 循環器内科  安 珍守 



 

Ⅱ-B 「室房伝導を確認し得なかった房室結節回帰性頻拍の一例」 

  天理よろづ相談所病院 循環器内科  西内 英 

 

Ⅱ-C 「心房細動アブレーション後に心臓頻拍の再発を繰り返し治療に難渋した肥大型

心筋症の 1症例」 

 京都大学医学部附属病院 循環器内科  山上 新太郎 

 

Ⅱ-D 「著明な latencyを伴う心房ペーシング不全に対して electroanatomical mappingによ

り心房リードを至適植込み部に留置することが可能になった一例」 

    滋賀県立総合病院 循環器内科  井上 豪 

  

Ⅱ-E 「左房内に明らかな低電位領域も無く再発を繰り返した長期持続性心房細動の１

症例：Rotorは狙うべき独立した標的か？」 

    滋賀医科大学 循環器内科  芦原 貴司 

 

■ 17：20 ～ 17：30 休憩（10分） 

■ 17：30 ～ 18：30 特別講演   

座長 ／ 貝谷 和昭  【大津赤十字病院 循環器内科 部長】 

 

■ 18：30 ～ 20：00 情報交換会・機器メーカー展示会    

                  メルパルク京都 【５Ｆ会議室Ｂ】 

 
 
 
 

『不整脈治療 update』 
  

杏林大学 第二内科学 教授 

副島 京子 先生 

 

 


